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市
で
は
、
新
庁
舎
や
複
合
施
設

建
設
な
ど
、
大
き
な
事
業
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
対

策
も
主
要
な
施
策
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
や

施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
ご
説
明
す
る
場
と
し
て
、
主
要

施
策
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
主
要
施
策
報
告
会

　

当
日
は
、
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
、
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
が
説

明
を
行
い
、
そ
の
後
、
参
加
さ
れ

た
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
桜
川
筑
西
IC

周
辺
地
区
の
開
発
や
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
保
全
に
関
す
る
意
見
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
良
い
市
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

主要な施策をスクリーンを用いて説明

市民の皆さまと意見交換を行う
大塚市長

�

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58-
５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

　

10
月
８
日
～
11
月
23
日
の
期
間

で
、
第
18
回
桜
川
市
市
民
文
化
祭

が
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」・
真
壁
伝
承
館
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
文
化
祭
は
、
芸
術
文
化
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
市
の
文

化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民
文

化
祭
実
行
委
員
会
の
主
催
で
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
市
文
化
協
会
所
属

団
体
や
市
内
の
園
児
や
児
童
、
生

徒
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
催

事
で
は
、
作
品
を
展
示
し
た
り
、

音
楽
や
芸
能
を
披
露
し
た
り
し

て
、
来
場
者
や
参
加
者
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

■
開
催
内
容
／
短
歌
大
会
、
音
楽

祭
、
芸
能
祭
、
作
品
展
、
ふ
る
さ

と
鳥
瞰
、
子
ど
も
将
棋
教
室
将
棋

大
会
、
将
棋
大
会
、
い
け
ば
な
展
、

茶
会
、
俳
句
大
会
、
朗
読
発
表
会
、

朗
読
劇

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）

第
18
回
桜
川
市
市
民
文
化
祭

10
月
８
日
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02 主要施策報告会／市民文化祭
03 桜川改修要望活動／全国給食

甲子園大会／寄付寄贈
04 全国学力・学習状況調査結果
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【人口】 36,732 人 （ー 62）
【 男 】 18,247 人 （ー 26）
【 女 】 18,485 人 （ー 36）
【世帯】 13,516 世帯（＋ 13）

（　　）は対前月増減
常住人口

令和５年 11月１日現在

✿ 表　紙

みみつつけけたた !!!! 旬旬のの味味覚覚

　11月 9日にやまと認定こども
園の園児が、光農園（真壁町酒
寄地区）でみかん狩りを楽しむ
様子を撮影しました。
　園児たちは、食べごろを迎え
た酒寄みかんを、みんなで楽し
く美味しく味わっていました。
　同地区では８軒のみかん園
で、例年 12月上旬までみかん狩
りが楽しめます。

みつけた !! 旬の味覚

✿ 桜川市の人口と世帯
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　地元や県の食材の美味しさを伝えたく、地場産
物を活用した韓国料理を考案しました。
　チーズタッカルビには、つくば鶏のほか、筑西
市産の梨が入った「筑西きむち」や、生産量全国
2 位のさつまいもを使用。スープは、桜川市産の
大豆を市内で加工した豆腐のほか、県のブランド
豚であるキングポーク、県産トマトやきくらげを使
用し、生産量全国 1 位の卵でとじました。
　そのほか、豊富な地場産物を積極的に用いて 
地産地消を意識した献立に仕上げました。

寄　付寄　付

寄
　
贈

寄
　
贈

寄　贈寄　贈

寄
　
付

寄
　
付

桜
川
市
女
性
団
体
連
絡
会

（
市い

ち
む
ら村
あ
き
子こ

会
長
）
か
ら
、

市
内
の
小
・
義
務
教
育
学
校
で

使
用
し
て
ほ
し
い
と
、
手
縫
い

の
雑
巾
５
０
０
枚
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

茨
城
県
児
童
福
祉
施
設
協
議
会

（
大お

お
た
に谷
恭や

す
ひ
さ久
会
長
）
か
ら
、
子

ど
も
虐
待
防
止
活
動
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。 稲川教育長に手縫いの雑巾を手渡す桜川市女

性団体連絡会の皆さん
大塚市長にオレンジリボンを寄贈する
深
ふ か や

谷賢
け ん い ち

一副会長

　

桜
川
流
域
自
治
体
（
桜
川
市
、

筑
西
市
、
土
浦
市
、
つ
く
ば
市
）

で
構
成
さ
れ
る
桜
川
改
修
期
成
同

盟
会
が
、
10
月
20
日
、
県
選
出
国

会
議
員
と
と
も
に
国
土
交
通
省
お

よ
び
財
務
省
を
訪
問
し
、
桜
川
改

修
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
、
国
土
交
通
省
で
は
、
こ

や
り
隆た

か
し史

国
土
交
通
大
臣
政
務
官

と
廣ひ

ろ
せ瀬

昌ま
さ
よ
し由

水
管
理
・
国
土
保
全

局
長
に
、
ま
た
財
務
省
で
は
、
瀬せ

戸と

隆た
か
か
ず一 

財
務
大
臣
政
務
官
に
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

桜
川
の
水
害
対
策
強
化
を

�

国
へ
直
接
要
望瀬戸財務大臣政務官（右から 4 番目）に要望書を 

手渡す大塚市長

　

山
口
地
区
の
鏡
ヶ
池
が
源
流
の

桜
川
は
、
筑
西
市
、
つ
く
ば
市
、

土
浦
市
の
水
田
地
帯
や
市
街
地
を

経
て
霞
ヶ
浦
へ
注
い
で
い
る
一
級

河
川
で
す
。
当
河
川
は
、
継
続
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
護
岸
未
整
備
区
間
が
あ

り
、
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
被

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
未
整
備
区
間
の
整

備
を
進
め
、
流
下
能
力
の
向
上
な

ど
水
害
対
策
の
強
化
・
促
進
を
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
日
本
一
を
競
う
第
18

回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
（
21
世

紀
構
想
研
究
会
主
催
）
の
決
勝
大

会
に
、
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
１，
０

７
９
件
の
献
立
の
中
か
ら
、
渡わ

た
な
べ邉

紗す
ず

栄
養
教
諭
が
応
募
し
た
献
立
が

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
選
出
。

　

12
月
10
日
（
日
）
に
女
子
栄
養

大
学
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
る
決
勝
大
会
で
の
調

理
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
森も

り

仁ひ
と
み美
調
理

員
と
実
際
に
調
理
を
行
い
ま
す
。

　

調
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
模
様
は
、

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

全
国
学
校
給
食
甲
子
園
決
勝
大
会

桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
出
場
決
定

こやり国土交通大臣政務官（左から 4 番目）に要望書を 
手渡す大塚市長

＜応募献立＞

�

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�

■
問
合
先
／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

58-

８
３
１
０
）

ペアとして大会に出場する渡邉栄養
教諭（左）と森調理員（右）

桜川市産コシヒカリの桜川市産コシヒカリの
麦ごはん麦ごはん

しらすと県産野菜のナムルしらすと県産野菜のナムル

イバラキングイバラキング

つくば鶏のつくば鶏の
チーズタッカルビチーズタッカルビ

牛乳牛乳

キングポークとキングポークと
トマトの卵スープトマトの卵スープ
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英語 全国 茨城県 桜川市

基本的
生活習慣 挑戦心・達成感等

学習習慣・学習環境
地域や社会に関わる活動等

ICTを活用した学習（生徒）

総合・学活・道徳等

数と式

図形

関数

データの活用

数学への関心等
聞くこと

読むこと話すこと書くこと
英語への関心等

情報の扱い方

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

日本の言語文化に関する事

国語への関心等

授業改善

ICTを活用した授業（先生）
特別支援教育

小中連携
生徒
質問紙

学校
質問紙

国語 数学

10
20
30
40
50
60
70
80

基本的
生活習慣

挑戦心・達成感等
学習習慣・学習環境

地域や社会に関わる活動等

ICTを活用した学習（生徒）

総合・学活・道徳等

英語への関心等

数と計算

図形

変化と関係
データの活用算数への

関心等
国語の言葉の特徴や使い方等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

国語の情報の扱い方等

国語への関心等

授業改善

ICTを活用した授業（先生）

特別支援教育
小中連携

児童
質問紙

学校
質問紙

国語 算数

10
20
30
40
50
60
70
80

全国 茨城県 桜川市

対　　象：市内小学校第６学年、義務教育学校第６学年（前期課程）
調査人数：２８７人
調査内容：国語、算数、質問紙

対　　象：市内中学校第３学年、義務教育学校第９学年（後期課程）
調査人数：２９７人
調査内容：国語、数学、英語、質問紙

　
市
内
小・中・義
務
教
育
学
校
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
調
査
の
目
的
や
、
調
査
結
果
は
学
力
の
特
定
の
一
部
分
で
あ
り
、

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
で
す
。

令
和
５
年
度

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
の
結
果

�

【
実
施
日
：
令
和
５
年
４
月
18
日
】

■
問
合
先
／
教
育
指
導
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

◆
小
学
校
国
語
で
は

　
「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関

す
る
事
項｣

｢

話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と｣

の
内
容
に
成
果
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
問
題

・�
送
り
仮
名
に
注
意
し
て
、
漢
字

を
文
の
中
で
正
し
く
使
う
こ
と

が
で
き
る
か
を
み
る
問
題

・�

目
的
を
意
識
し
て
、
中
心
と
な

る
語
や
文
を
見
付
け
て
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
見
る
問

題
●
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
て
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に

書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
見
る
問
題

◎
今
後
の
対
応

　

伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
図
表
や
グ
ラ
フ

を
用
い
る
と
よ
い
か
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
図
表
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
や
優

れ
て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
、
他

教
科
な
ど
と
関
連
し
た
指
導
を
取

り
入
れ
ま
す
。

◆
小
学
校
算
数
で
は

　
「
デ
ー
タ
の
活
用
」「
変
化
と
関

係
」
の
領
域
の
内
容
で
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。「
図
形
」
の
内
容

に
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

二
つ
の
グ
ラ
フ
を
読
み
、
見
い

だ
し
た
違
い
を
言
葉
と
数
を
用

い
て
記
述
で
き
る
か
見
る
問
題

●
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

・�
正
三
角
形
の
意
味
や
性
質
に
つ

い
て
、
理
解
し
て
い
る
か
見
る

問
題

・�

百
分
率
で
表
さ
れ
た
割
合
に
つ

い
て
、
理
解
し
て
い
る
か
見
る

問
題

◎
今
後
の
対
応

　

テ
ー
プ
や
折
り
紙
な
ど
具
体
物

を
操
作
す
る
活
動
を
通
し
て
、
図

形
の
性
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ま
す
。
ま
た
、
割
合
か
ら
具
体

的
な
数
量
を
求
め
る
活
動
を
通
し

て
、
基
準
量
と
比
較
量
を
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◆
児
童
質
問
紙
で
は

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
状

況
」
に
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
項
目

・�

友
達
と
意
見
を
交
換
す
る
場
面

や
、
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る

場
面
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用

し
て
い
る
。

●
課
題
が
見
ら
れ
た
項
目

・�

学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普

段
、
１
日
あ
た
り
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
、
勉
強
を
し
ま
す
か
の

部
分
で
、
や
や
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

◆
学
校
質
問
紙
で
は

　
「
言
語
活
動
に
つ
い
て
国
語
科

を
要
と
し
つ
つ
、
各
教
科
等
の
特

質
に
応
じ
て
学
校
全
体
を
通
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
」
に
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

◆
中
学
校
国
語
で
は

　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
我

が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事

項
」
に
つ
い
て
成
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。「
書
く
こ
と
」「
情
報
の
扱

い
方
に
関
す
る
事
項
」
に
は
や
や

課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

聞
き
取
っ
た
こ
と
を
基
に
、
目

的
に
沿
っ
て
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
見

る
問
題

●
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
叙

述
の
仕
方
な
ど
を
確
か
め
て
、

文
章
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
見
る
問
題

◎
今
後
の
対
応

　

描
い
た
文
章
を
推
敲
す
る
際
、

伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
伝
わ
る

よ
う
に
、
読
み
手
の
立
場
に
立
っ

て
表
記
や
語
句
の
用
法
、
叙
述
の

仕
方
な
ど
を
確
か
め
て
文
章
を
整

え
る
活
動
を
取
り
入
れ
ま
す
。

◆
中
学
校
数
学
で
は

　
「
図
形
」「
デ
ー
タ
活
用
」
の
領

域
で
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

問
題
場
面
に
お
け
る
考
察
の
対

象
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
み
る
問
題

●
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

・�「
図
形
」
の
領
域
に
お
い
て
、

空
間
に
お
け
る
平
面
が
同
一
直

線
上
に
な
い
三
点
で
決
定
さ
れ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
を

み
る
問
題

・�

四
分
位
範
囲
を
理
解
し
て
い
る

か
を
見
る
問
題

◎
今
後
の
対
応

　

空
間
に
お
け
る
平
面
が
一
つ
に

決
ま
る
と
き
の
条
件
に
つ
い
て
、

観
察
や
操
作
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
実
感
を
伴
い
な
が
ら
理
解
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ
ま

す
。
ま
た
、
複
数
の
集
団
の
デ
ー

タ
を
箱
ひ
げ
図
か
ら
読
み
取
る
活

動
を
通
し
て
、
四
分
位
範
囲
の
意

味
と
必
要
性
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

◆
中
学
校
英
語
で
は

　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
一
定
の

成
果
が
見
ら
れ
「
聞
く
こ
と
・
書

く
こ
と
」
に
は
課
題
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
話
す
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、

や
り
取
り
・
発
表
に
関
し
て
課
題

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
問
題

・�「
事
実
・
情
報
を
伝
え
る
」と「
考

え
や
意
図
を
伝
え
る
」
と
い
う

言
語
の
働
き
を
理
解
し
、
事
実

と
考
え
を
区
別
し
て
読
む
こ
と

が
で
き
る
か
を
見
る
問
題

●
課
題
が
見
ら
れ
た
問
題

・�

日
常
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
自

分
の
考
え
な
ど
を
整
理
し
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ

と
が
で
き
る
か
を
見
る
問
題

・�

社
会
的
な
話
題
に
関
し
て
聞
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
と
そ

の
理
由
を
話
す
こ
と
が
で
き
る

か
を
見
る
問
題

◎
今
後
の
対
応

　

テ
ー
マ
に
つ
い
て
事
実
や
考
え

を
整
理
し
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
文

章
を
書
く
言
語
活
動
を
行
う
学
習

場
面
を
設
定
し
ま
す
。

　
「
話
す
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
口
頭
で
要
約
し
て
伝
え
た

り
、
自
分
が
一
番
印
象
に
残
っ
た

内
容
や
興
味
を
も
っ
た
情
報
を
伝

え
た
り
す
る
言
語
活
動
の
設
定
を

し
ま
す
。
ま
た
、
読
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
話
す
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
複
数
の
領
域
を
統
合
し

た
学
習
活
動
の
場
面
を
設
定
し
て

い
き
ま
す
。

◆
生
徒
質
問
紙
で
は

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
状

況
」
や
「
学
校
生
活
を
よ
く
す
る

た
め
に
学
級
活
動
で
話
合
い
、
互

い
の
意
見
の
よ
さ
を
生
か
し
て
い

る
」
に
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
項
目

・�

学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普

段
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
）、

１
日
あ
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時

間
、
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
勉
強
の
た
め

に
使
っ
て
い
る
か
。

●
課
題
が
見
ら
れ
た
項
目

・�

地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
何
か
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
か
。

◎
今
後
の
対
応

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
特
別

活
動
の
充
実
を
図
り
、
積
極
的
に

社
会
に
参
画
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
質
問
紙
で
は

　
「
令
和
４
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
を
活
用
し
、
学

校
全
体
で
教
育
活
動
を
改
善
す
る

た
め
に
活
用
し
ま
し
た
か
。」
の

項
目
で
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
（
後
期
課
程
）

小
学
校
・
義
務
教
育

学
校
（
前
期
課
程
）

－調査の目的－

●�義務教育の機会均等とその水準の維持
向上の観点から、全国的な児童生徒の
学力や学習状況を把握・分析し、教育
施策の成果と課題を検証し、その改善
を図る。
●�学校における児童生徒への教育指導の
充実や学習状況の改善などに役立てる。
●�この取り組みを通じて、教育に関する
継続的な検証改善サイクルを確立する。

－調査の内容－

●�教科に関する調査（国語、算数・数学、
英語）

・�次の①と②を一体的に出題。� �
①主として「知識」に関する問題� �
②主として「活用」に関する問題
●�質問紙調査
　学習意欲、学習方法、学習環境、生活
の諸側面などに関する質問紙調査を実施。



桜川市真壁町飯塚1007-3

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

稲川優子税理士事務所
桜川市真壁町桜井765-2

～安心と笑顔を未来へつなぐ～

☏0296ｰ54ｰ1540
HP https://ina-tax.tkcnf.com/
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10月16日 10月8日

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
親
子
で
料
理
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
桜
川
市
男
女
共

同
参
画
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
４
組
の
親
子
が

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿
司
と
果
物
の

盛
り
合
わ
せ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
か
ら
は
「
に
ん

じ
ん
の
型
抜
き
が
楽
し
か
っ
た
」

「
一
緒
に
作
る
機
会
が
な
い
の
で

良
い
時
間
に
な
っ
た
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
市
役
所
各
庁

舎
の
周
辺
で
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
毎
年
10
月
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
約
80
名
の
参
加
者
が

植
木
剪
定
や
除
草
作
業
、
道
路
沿

い
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動

を
行
い
、
地
域
の
た
め
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

関
東
空
手
道
選
手
権
大
会
が
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
、
出
場
し
た
大

和
道
場
の
選
手
た
ち
が
優
秀
な
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

　

団
体
形
の
部
で
、
茨
城
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
岩い

わ
ぶ
ち渕
拓た

く
み末
さ
ん

と
岩い

わ
ぶ
ち渕
凌り

ょ
うさ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し

た
。
個
人
形
の
部
で
は
、
岩
渕
凌

さ
ん
が
見
事
優
勝
を
飾
り
、

小こ

く

ぼ
久
保
ゆ
ら
さ
ん
が
５
位
、
渡わ

た
な
べ辺

蒼そ

ら空
さ
ん
が
６
位
入
賞
。
ま
た
、

組
手
の
部
で
、
谷や

じ
ま島
乙い

つ
き姫
さ
ん
が

３
位
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

真
壁
伝
承
館
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
市
と
交
流
の
あ

る
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
、
講
師
を
務
め

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
井い

の
う
え上
マ
リ

ア
さ
ん
が
、
同
国
の
料
理
作
り
と

文
化
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
い
う
国
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

料
理
を
食
べ
た
が
、
お
い
し
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

桜
川
市
内
立
地
企
業
懇
談
会
の

会
員
で
あ
る
株
式
会
社
大
和
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作
所
が
、
大
和
駅
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
従
業
員
14
名
が
参

加
し
、
駅
舎
の
窓
ふ
き
や
ト
イ
レ

掃
除
、
周
辺
の
落
ち
葉
拾
い
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

笠か
さ
い井
庸よ

う
す
け介
工
場
長
は
「
企
業
と

し
て
こ
の
よ
う
な
地
域
貢
献
活
動

を
続
け
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
で
、
茨
城
県
警
察
本

部
、
桜
川
警
察
署
、
桜
川
市
交
通

安
全
母
の
会
が
協
力
し
て
、
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
信
号
の
色
の
意

味
や
道
路
の
危
険
性
、
横
断
歩
道

の
渡
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
模
擬

横
断
歩
道
を
使
っ
て
一
人
ず
つ
順

番
に
歩
行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
は「
上
手
に
渡
れ
て
、

警
察
官
か
ら
褒
め
ら
れ
て
嬉
し

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
茨
城

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県

西
地
区
大
会
で
見
事
３
位
と
な

り
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
桜
川
市

消
防
団
が
、
大
塚
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
第
10
・
11
・
12
・

13
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
６
人
の

選
手
が
出
場
。代
表
者
か
ら
は「
大

会
で
養
っ
た
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
、
市
民
の
生
命
や
財

産
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
誓

い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

真
壁
伝
承
館
、
神
武
様
境
内
お

よ
び
周
辺
商
店
街
な
ど
で
、
第
９

回
ま
か
べ
♥
街
灯
り
十
三
夜
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
小
学
生
が

描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
行
灯
１
５
０

個
や
影
絵
、
竹
灯
り
な
ど
の
灯
り

が
展
示
さ
れ
、
幻
想
的
な
光
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
限
定
御
朱
印
の
頒
布
や

音
楽
ラ
イ
ブ
、
物
販
な
ど
の
真
壁

楽
市
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

10月14日10月26日

10月11日～27日10月21日

10月29日 10月15日

桜
川
市
消
防
団
が
操
法
大
会
で
見
事
３
位�

�

敢
闘
賞
を
受
賞

人
と
人
と
が
灯
り
で
繋
が
る�

�

ま
か
べ
♥
街
灯
り
十
三
夜
祭

大
和
道
場
（
高
久
地
区
）
の
選
手
た
ち
が�

�

関
東
空
手
道
選
手
権
大
会
で
上
位
入
賞

友
好
交
流
都
市
の
文
化
を
学
ぶ�

�

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
教
室
」

幼
児
交
通
安
全
教
室
が
開
催

桜
川
市
男
女
共
同
参
画
事
業�

�

「
親
子
で
料
理
教
室
」

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が�

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

ま
ち
を
き
れ
い
に�

�

大
和
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作
所
が
清
掃
活
動

清掃活動を行った大和ＬＩＸＩＬ製作所の皆さん

大塚市長を表敬訪問する出場選手の皆さん

見事な成績を収めた大和道場の選手たち

デコレーション寿司を作る親子 警察官が園児たちに信号機の色の意味を説明

バナナの春巻きや鶏肉とパパイヤのスープを作る
参加者の皆さん 清掃活動を行うシルバー人材センター会員の皆さん

オリジナル行灯の幻想的な光景が広がる会場



未来に、社会に、
必要とされる印刷を
未来に、社会に、
必要とされる印刷を

事務所・工場 ☎ 0296-54-2626
つくば事務所 ☎ 029-877-1331
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第第1199回回桜川桜川市市さくらマラソン大会さくらマラソン大会

令和令和66年年33月月1010日日（（日日））※雨天決行※雨天決行
会場：桜川市総合運動公園周辺会場：桜川市総合運動公園周辺

参
加
者
募
集

■
開
会
式
／
桜
川
市
総
合
運
動
公

園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
８
時
20

分
～
）

■
コ
ー
ス
／
総
合
運
動
公
園
周
辺

■
種
目

・�

小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
前
期
課
程
親
子
の
部
（
１
．

５
㎞
）

・�

小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
前
期
課
程
男
子･

女
子
の
部

（
２
㎞
）

・�

中
学
生
お
よ
び
義
務
教
育
学
校

生
後
期
課
程
男
子
・
女
子
の
部

（
３
㎞
）

・�

一
般
男
子
の
部
（
５
㎞
・
10
㎞
）

・�

一
般
女
子
の
部
（
５
㎞
・
10
㎞
）

■
参
加
料

・�

親
子･

小
中
学
生
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
生
／
市
内
５
０
０

円
、
市
外
１，
０
０
０
円

・
高
校
生
／
１，
５
０
０
円

・
一
般
／
３，
０
０
０
円

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
１
月
10

日
（
水
）

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（http://runnet.jp/

）

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

温
か
い
お
も
て
な
し
で
、
ラ
ン

ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

■
集
合
時
間
／
７
時

■
応
募
資
格
／
高
校
生
以
上
の
健

康
な
方
（
未
成
年
者
は
必
ず
保
護

者
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
）

■
業
務
内
容
／
受
付
、
誘
導
、
給

水
、
表
彰
補
助
、
清
掃
な
ど

■
業
務
場
所
／
桜
川
市
総
合
運
動

公
園
お
よ
び
周
辺
コ
ー
ス

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
１
月
31

日
（
水
）

協
賛
企
業
募
集

　

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
趣
旨

を
理
解
し
、
協
賛
い
た
だ
け
る
企

業
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

現
金
広
告
協
賛

●
５，
０
０
０
円
（
１
枠
）

特
典
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告

に
掲
載
（
縦
５
．
８
㎝
×
横
17
．

６
㎝
、
Ａ
４
の
約
１
／
４
）

※�

１
者
あ
た
り
最
大
４
枠
ま
で
受

付
可

物
品
協
賛
（
参
加
者
へ
の
物
品

提
供
）

特
典
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
広
告

に
掲
載
（
Ａ
４
広
告
ペ
ー
ジ
で
１

ペ
ー
ジ
）

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
１
月
31

日
（
水
）

■
そ
の
他
／
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
約
２，
５
０
０
部
発
行
し
ま
す
。

審
査
を
行
い
、
協
賛
者
に
は
、
手

続
方
法
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

出
店
募
集

　

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
出

店
を
募
集
し
ま
す
。

■
販
売
ま
た
は
展
示
等
品
目
／
地

域
特
産
品 
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品 

、

そ
の
他
実
行
委
員
長
が
認
め
た
も

の■
出
店
料

・
テ
ン
ト
一
張

　

市
内
の
方
／
１
０，
０
０
０
円

　

市
外
の
方
／
１
５，
０
０
０
円

・
展
示
／
無
料

■
出
店
者
／
市
内
外
で
通
年
活
動

し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個
人
、
そ

の
他
実
行
委
員
長
が
認
め
た
も
の

■
そ
の
他
／
テ
ン
ト
は
実
行
委
員

会
が
用
意
し
ま
す
が
、
そ
の
他
備

品
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
１
月
26

日
（
金
）

共
通
事
項
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

協
賛
企
業
・
出
店
募
集
）

■
申
込
方
法
／
各
体
育
館
窓
口
お

よ
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
を
、

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
・
申
込
先

桜
川
市
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

・�

〒
３
０
９-

１
２
１
１ 

桜
川
市

岩
瀬
２
６
８
５-

14 

岩
瀬
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」
内

・�

☎
０
２
９
６-

75-

６
６
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６-

75-

６
６
０
１

・�

Ｅ
メ
ー
ルsport@

city.
sakuragaw

a.lg.jp
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鴨
鳥
五
所
神
社
本
殿
（
大
泉

地
区
）
の
保
存
修
理
事
業
の
完

成
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

木
造
建
築
物
は
50
年
～

60
年
お
き
に
大
規
模
な
修

理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
特
に
屋
根
や
縁え

ん
ま
わ廻

り

な
ど
傷
み
や
す
い
場
所
は
、

部
材
の
交
換
も
多
く
な
り

ま
す
。

　

出
来
る
限
り
多
く
の
部

材
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

昔
か
ら
大
工
た
ち
が
工
夫
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

交
換
と
な
る
場
合
、
元
の
部
材

を
屋
根
裏
な
ど
に
保
管
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

し
ま
わ
れ
て
い
た
蟇
股

　

今
回
の
修
理
で
は
、
天
井
裏

か
ら
江
戸
時
代
の
蟇か

え
る
ま
た股

が
出
て
き
ま
し
た
。
上

部
の
重
み
を
分
散
し
て

支
え
る
部
材
で
、
蛙
が

足
を
広
げ
た
様
子
に
見

え
る
の
で
蟇
股
と
呼
び

ま
す
。そ
の
底
部
に「
元

禄
四
辛
未
弥
生
日　

作

者
常
州
坂
戸
飯
岡
村

浦う
ら
た
し
ょ
う
ざ
え
も
ん

田
庄
左
衛
門
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
元
禄
４

年
（
１
６
９
１
年
）
３

月
に
飯
岡
村（
西
飯
岡
）

の
浦
田
庄
左
衛
門
が
作

成
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

小
ぶ
り
な
の
で
別
の
建
物
の

部
材
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
記

録
の
書
か
れ
た
も
の
を
大
切
に

残
し
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
り

ま
す
。

年
代
当
て
ク
イ
ズ

　

他
に
板
絵
の
一
部
も
出
て
き
ま

し
た
。
内
陣
の
天
井
板
に
転
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
扁へ

ん
が
く額
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

裏
に
は
「
十
一
己
未
十
二
月
吉

辰　

再
粉
也
」
と
あ
り
ま
す
。
吉

辰
は
吉
日
、
再
粉
は
彩
色
し
直
し

た
、
と
い
う
意
味
で
す
が
、
元
号

の
部
分
が
失
わ
れ
て
分
か
り
ま
せ

ん
。
さ
て
、
い
つ
の
11
年
な
の
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
寛
政
11
年
（
１
７
９
９

年
）で
す
。鍵
は
干
支
の「
己
未（
つ

ち
の
と
ひ
つ
じ
）」で
す
。干
支
は

甲
乙
丙
の
十
干
と
十
二
支
の
組
み

合
わ
せ
な
の
で
60
年
に
一
度
し
か

同
じ
干
支
は
巡
っ
て
来
ま
せ
ん
。

　

年
表
を
見
る
と
、
11
年
が
あ
っ

て
干
支
が
己
未
に
な
る
の
は
寛
政

11
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
答

え
が
分
か
る
の
で
す
。

建
築
当
初
の
部
材

　

現
在
の
社
殿
は
５
０
０
年
以
上

前
の
建
立
で
す
が
、
当
時
の
部
材

も
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

屋
根
や
縁
廻
り
の
他
、
一
部
の

柱
や
扉
も
交
換
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
主
な
柱
や
貫ぬ

き

は
当
初
と
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
内
陣
の
床
板
を

下
か
ら
見
て
み
る
と
、
不
整
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
鋸

の
こ
ぎ
りで
板
を
切
り

出
し
た
の
で
は
な
く
、
楔く

さ
び
を
打
っ

て
割
り
剥は

ぐ
打
ち
割
り
製
材
を

行
っ
た
跡
が
見
え
ま
す
。
こ
の
工

法
は
室
町
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
お

り
、
室
町
時
代
の
建
物
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.103
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

 

鴨
鳥
五
所
神
社
保
存
修
理
で
相
次
ぐ

新
発
見



Health guide健健康康ガガイイドド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ ０２９６－７５－３１５９（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。
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１
 

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
看
護
師
、
助
産
師
、

管
理
栄
養
士
が
、
個
別
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・�

日
時
／
１
月
５
日
（
金
）、
23

日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

※
一
人
30
分
程
度

・
会
場

◇
乳
幼
児
相
談
の
方
／
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く

ら
っ
こ
」（
岩
瀬
庁
舎
内
）

◇
乳
幼
児
相
談
以
外
の
方
／
健
康

推
進
課

親
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
子
育
て
相
談
（
要
予
約
）

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
、
困
り
ご
と
が
あ
る
方
に
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・�

日
時
／
１
月
16
日
（
火
）
①
10

時
～
11
時
、
②
11
時
～
12
時

・�

会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
さ
く
ら
っ
こ
助
産
師
な
ん
で
も

相
談

　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、
母
乳

育
児
や
子
育
て
に
つ
い
て
、
個
別

に
助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、心
配
な
こ
と
、

不
安
な
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

・�

時
間
／
平
日
９
時
30
分
～
17
時

※
訪
問
な
ど
で
不
在
の
場
合
あ
り

・�

会
場
／
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
っ
こ
」（
岩

瀬
庁
舎
内
）

・�

相
談
方
法
／
①
会
場
面
談
②
電

話
相
談
③
訪
問
相
談

・�

対
象
／
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

妊
婦
、
ま
た
は
１
歳
未
満
の
乳

児
の
保
護
者

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
察
日

医
療
機
関
名

住
所
・
連
絡
先

１
月
１
日
（
月
）
平
島
医
院

岩
瀬
１
９
８

☎
０
２
９
６‐75‐２
５
１
０

１
月
２
日
（
火
）
田
崎
内
科
医
院

真
壁
町
田
２
６
８‐６

☎
０
２
９
６‐55‐２
５
１
１

１
月
３
日
（
水
）
阿
部
田
医
院

真
壁
町
亀
熊
１
２
３‐１

☎
０
２
９
６‐55‐０
３
０
５

１
月
７
日
（
日
）
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

加
茂
部
４‐１

☎
０
２
９
６‐76‐３
１
３
１

１
月
８
日
（
月
）
根
本
医
院

真
壁
町
真
壁
２
０
２

☎
０
２
９
６‐55‐０
０
２
７

１
月
14
日
（
日
）
仁
保
内
科
医
院

真
壁
町
真
壁
４
２
５

☎
０
２
９
６‐23‐８
０
８
８

１
月
21
日
（
日
）
吉
原
医
院

明
日
香
２‐31

☎
０
２
９
６‐75‐１
１
７
７

１
月
28
日
（
日
）
け
ん
せ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
瀬
２
０
７‐１

☎
０
２
９
６‐71‐８
１
１
１

※�

密
集
を
避
け
る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

日
　
　
程

対
　
　
象

会
　
　
場

４
～
６
か
月
児
育
児
相
談

１
月
11
日
（
木
）
令
和
５
年
８
月
～
９
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
歳
児
健
康
相
談

１
月
16
日
（
火
）
平
成
30
年
12
月
６
日
～
平
成
31
年
１
月

12
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
診

１
月
17
日
（
水
）
令
和
２
年
８
月
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
児
健
診

１
月
18
日
（
木
）
令
和
４
年
12
月
10
日
～
令
和
５
年
２
月

５
日
生

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

　2 ０本以上の歯が残っていれば、硬い食品でもほぼ満足に噛むことができるといわれています。
　そのため、日本歯科医師会では「８０歳になっても 2 ０本以上自分の歯を保とう」という８０２０
運動を推進しています。充実した食生活を送り続けるため、ぜひ「8 ０２０」を目指しましょう。

いつまでも健康な歯でいるためにいつまでも健康な歯でいるために
～目指せ80歳で健康な歯20本～～目指せ80歳で健康な歯20本～

歯
の
喪
失
の
原
因

　

歯
を
失
う
原
因
と
し
て
多
い
の

が
虫
歯
と
歯
周
病
で
す
。
虫
歯
は

ど
の
年
齢
層
で
も
多
く
、
歯
周
病

は
中
高
年
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

●
虫
歯
と
は

　

口
の
中
の
細
菌
が
、
歯
垢
（
プ

ラ
ー
ク
）
と
な
っ
て
歯
の
表
面
に

付
着
し
、
糖
質
か
ら
酸
を
作
り
歯

が
溶
か
さ
れ
、
穴
が
あ
い
て
し
ま

う
病
気
で
す
。

●
歯
周
病
と
は

　

細
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
、
歯
を

支
え
る
歯
ぐ
き
や
骨
が
溶
け
て
し

ま
い
、
最
後
に
は
歯
を
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
病

気
で
す
。

　

ま
た
、
歯
周
病
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
悪

化
さ
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

歯
周
病
に
よ
っ
て
産
生
さ
れ
る

炎
症
性
物
質
が
、
糖
尿
病
を
悪
化

さ
せ
た
り
、
歯
周
病
菌
が
動
脈
硬

化
を
お
こ
し
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒

中
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

た
り
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
早
産
・
低
体
重
児
出

産
・
肥
満
な
ど
に
も
関
与
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
予
防
や
治
療
は
、
全

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
予
防

や
、
治
療
に
役
立
ち
ま
す
。

虫
歯
と
歯
周
病
を�

�

予
防
す
る
た
め
に

●
歯
磨
き

　

食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
で
は
磨

け
な
い
歯
と
歯
の
間
の
清
掃
に

は
、
糸
よ
う
じ
、
フ
ロ
ス
な
ど
を

使
用
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

●
定
期
的
な
歯
科
健
診

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、

定
期
的
に
歯
科
健
診
や
歯
石
除
去

を
受
け
、
虫
歯
と
歯
周
病
の
予
防

や
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

●
規
則
正
し
い
生
活

　

日
常
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
体

の
免
疫
力
を
下
げ
、
歯
周
病
に
つ

な
が
り
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
禁
煙

　

禁
煙
を
す
る
と
、
歯
を
支
え
る

組
織
の
状
態
が
良
く
な
る
た
め
、

歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
下
が
り
、
治

療
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
で�

�

虫
歯
予
防

　

市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
歯
と
口

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
フ
ッ
化

物
洗
口
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
岩
瀬
認
定
こ
ど
も

園
、
岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど
も
園
、

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園
の
年
長
児

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
う
こ
と

で
、
歯
の
質
を
強
く
す
る
だ
け
で

な
く
、
歯
か
ら
唾
液
中
に
溶
け
出

し
た
成
分
が
再
び
歯
の
表
面
に
戻

ろ
う
と
す
る
作
用
を
助
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
細

菌
の
働
き
を
弱
め
た
り
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
歯
周
病
検
診

　

令
和
５
年
度
中
に
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
に
達
す
る
桜
川
市
民
の

方
に
、
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

実
施
期
限
／
令
和
６
年
３
月
31

日
（
日
）

・�

検
診
内
容
／
問
診
、
歯
周
組
織

検
査
お
よ
び
指
導

・
検
診
料
金
／
無
料

・�

受
診
で
き
る
歯
科
医
療
機
関
／

受
診
券
裏
面
の
歯
科
医
療
機
関

一
覧
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

そ
の
他
／
検
診
は
予
約
制
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
歯
科
医

療
機
関
に
直
接
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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市
職
員
募
集

児
童
福
祉
課�

�
会
計
年
度
任
用
職
員

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・
支
援
補

助
員

■
募
集
人
員
／
５
名
程
度

■
任
用
期
間
／
令
和
６
年
３
月
31

日
（
更
新
あ
り
）

■
募
集
要
件

・�

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
／
放
課
後

児
童
支
援
員
の
資
格
を
お
持
ち

の
方

・�

支
援
補
助
員
／
資
格
要
件
な
し
、

大
学
生
可

■
勤
務
内
容
／
児
童
の
保
育
支
援

■
勤
務
条
件
／
放
課
後
～
18
時
、

土
曜
日
・
冬
休
み
な
ど
８
時
～
18

時
（
延
長
18
時
30
分
ま
で
）

※�

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
週
２
～

４
日
勤
務

■
勤
務
場
所
／
市
内
学
童
ク
ラ
ブ

■
報
酬

・�

支
援
員
／�

時
給
１，
０
０
８
円
～

・�

支
援
補
助
員
／�

時
給
9
７
０
円
～

■
通
勤
手
当
／
通
勤
距
離
に
応
じ

て
支
給
あ
り

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
随
時

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
高
齢
福
祉

課
（
☎
０
２
９
６‐
73‐

4
５
１
１
直
通
）

お
知
ら
せ

下
館
・
結
城
都
市
計
画
（
案
）

の
縦
覧

　

都
市
計
画
法
第
17
条
の
規
定
に

よ
り
、
地
区
計
画
の
変
更
に
関
す

る
都
市
計
画
（
案
）
を
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

　

縦
覧
期
間
中
、都
市
計
画
（
案
）

に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

縦
覧
と
は
、
決
定
し
よ
う
と
す

る
都
市
計
画
の
内
容
を
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
へ

の
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
。

■
変
更
の
内
容
／
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
に
伴
う
地
区
計
画
の

区
域
の
変
更
（
門
毛
地
区
・
真
壁

町
椎
尾
地
区
）

■
縦
覧
期
間
／
12
月
11
月
（
月
）

～
25
日
（
月
）

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課
（
大

和
庁
舎
）

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
公
開
し
て
い
ま

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
児
童
福
祉

課
（
〒
３
０
９‐１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64‐２ 

☎
０
２
９
６

‐75‐３
１
５
６
直
通
）

健
康
福
祉

在
宅
医
療
と
介
護
に
関
す
る

市
民
講
演
会

　

将
来
、
自
分
が
受
け
る
医
療
や

介
護
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
し

合
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
、
落

語
を
通
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時
／
令
和
6
年
1
月
13
日

（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
内
容
／
「
落
語
で
笑
っ
て
学
ぶ

人
生
会
議
～
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
～
」

■
講
師
／
生い

く
し
ま島 

清き
よ
み身
氏
（
行
政

書
士
、
社
会
人
落
語
家
）

■
定
員
／
２
０
０
名

■
申
込
方
法
／
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
必

要
事
項
を
入
力

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可�

■
申
込
期
限
／
令
和
6
年
1
月
5

日
（
金
）

す
。

■
意
見
書
の
提
出
方
法
／
意
見
書

に
は
必
ず
今
回
の
都
市
計
画（
案
）

に
対
す
る
意
見
の
要
旨
と
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
に
必
着

■
問
合
せ
・
提
出
先
／
都
市
整
備

課
（
〒
３
０
９‐１
２
９
３ 

桜

川
市
羽
田
1
０
２
３ 

☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

水
道
管
な
ど
の
設
備
を
寒
さ

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

気
温
が
大
き
く
低
下
す
る
と
、

水
道
管
が
凍
結
し
ま
す
。
水
道
管

凍
結
で
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
水
が

出
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
水
が
凍

る
こ
と
に
よ
り
体
積
が
膨
張
し
、

内
側
か
ら
水
道
管
を
破
壊
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

気
温
が
戻
る
と
同
時
に
、
破
裂
し

た
水
道
管
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
漏

水
し
ま
す
。

　

厚
手
の
布
や
保
温
材
を
巻
き
つ

け
て
、
外
水
栓
、
露
出
管
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
そ
の
他
水
道
設

備
が
、
直
接
冷
気
を
受
け
な
い
よ

う
に
凍
結
防
止
措
置
を
し
ま
し
ょ

う
。水

道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
に
よ
る
漏
水
は
、
事
前

に
お
客
さ
ま
が
予
防
で
き
る
も

の
で
す
の
で
、
減
免
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

野
焼
き
は
原
則
禁
止

　

排
出
さ
れ
る
ご
み
を
野
外
焼
却

す
る
野
焼
き
は
、
法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
煙
や
悪
臭
な
ど
で

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
有
害
物

質
を
発
生
さ
せ
、
人
体
や
生
活
環

境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ

か
、火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
焼
却
禁
止
の
例
外

①�

木
の
枝
や
落
ち
葉
の
た
き
火
程

度
の
軽
微
な
焼
却
（
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
な
ど
）

②�

農
林
業
を
営
む
う
え
で
の
や
む

を
得
な
い
焼
却

③�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
、
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

焼
却

※�

火
災
と
間
違
う
よ
う
な
紛
ら
わ

し
い
煙
や
炎
が
上
が
る
場
合

は
、
事
前
に
消
防
署
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

同
友
会
の
設
立
45
周
年
を
記
念
し

て
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
17
日（
日
）13
時
～

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
内
容

・�

振
込
詐
欺
に
関
す
る
寸
劇

・�

二に
し
ょ
の
せ
き

所
ノ
関
親
方
（
第
72
代
横
綱 

稀き

せ勢
の
里さ

と

）
記
念
講
演
な
ど

■
参
加
費
／
無
料
（
先
着
５
０
０

名
）

■
問
合
先
／
経
営
研
究
同
友
会 

宮み
や
か
わ川
（
☎
０
２
９
６‐
55‐

０
１
４
５
）募

集

第
２
回
筑
西
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
採
用
試
験

■
採
用
予
定
日
／
令
和
６
年
４
月

１
日

■
職
種
・
採
用
予
定
人
員
／
一
般

事
務
・
若
干
名

■
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す

る
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
令
和
６
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
試
験
日
・
会
場

【
第
一
次
試
験
】

・�

試
験
日
／
令
和
６
年
１
月
７
日

（
日
）
８
時
45
分
～

・�

会
場
／
筑
西
広
域
消
防
本
部（
筑

西
市
直
井
１
０
７
６
）

■
試
験
内
容

【
第
一
次
試
験
】
／
教
養
試
験
、

適
性
検
査
、
小
論
文

【
第
二
次
試
験
】
／
面
接
試
験

■
受
験
願
書
受
付
期
間
・
方
法

・�

期
限
／
12
月
14
日
（
木
）

・�

方
法
／
受
験
者
本
人
が
直
接
受

験
願
書
を
持
参

※�

土
・
日
、
祝
日
の
受
付
は
不
可

■
そ
の
他
／
試
験
案

内
・
受
験
願
書
は
筑
西

広
域
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局 

総

務
課
（
筑
西
市
直
井
１
０
７
６ 

☎
０
２
９
６‐22‐７
９
７
９
）

●

●

●

●

●

自
衛
官
採
用
試
験

高
等
工
科
学
校
生
（
男
子
）
一

般
採
用

■
応
募
資
格
／
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満�

（
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
方
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
、
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者
（
令
和
６
年
３
月

に
中
学
校
卒
業
、
ま
た
は
中
等
教

・�

野
焼
き
を
見
つ
け
た
ら
県
の
不

法
投
棄
１
１
０
番

☎
０
１
２
０‐５
３
６‐３
８
０

（
平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
）

※�

受
付
時
間
外
は
、
桜
川
警
察
署

ま
で
（
☎
０
２
９
６‐
55‐

０
１
１
０
）

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間12

月
10
日
～
16
日

　

警
察
で
は
、
拉
致
に
関
与
し
た

と
し
て
、
北
朝
鮮
工
作
員
等
に
つ

い
て
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
国
際

手
配
を
行
う
と
と
も
に
、
拉
致
容

疑
事
案
お
よ
び
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事

案
の
真
相
解
明
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
警
察
署
警
備
課

（
☎
０
２
９
６‐55‐０
１
１
０
）

●

●

●

●

●

経
営
研
究
同
友
会�

�

設
立
45
周
年
記
念
式
典

　

株
式
会
社
筑
波
銀
行
経
営
研
究



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

令和5年12月7日（木）～令和6年2月4日(日)
午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）開館時間

若冲と波山展
―廣澤美術館コレクションから―

   芸術の森　
茨城工芸会展示館

茨城で活躍する
芸術家

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

14さくらがわ　2023.12.1

●

●

●

●

●

納
期
限
／
12
月
25
日（
月
）

国
民
健
康
保
険
税�

６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

６
期

介
護
保
険
料�

５
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

12
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
11
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

大
和
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み

の
方
を
含
む
）

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
１
月
５

日
（
金
）
必
着

■
試
験
期
日
／
令
和
６
年
１
月
13

日
（
土
）、
14
日
（
日
）
の
指
定

す
る
１
日

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

■
応
募
資
格
／
採
用
予
定
月
の
１

日
時
点
で
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方

■
受
付
期
間
／
年
間
を
通
し
て
受

け
付
け
可

■
試
験
期
日
／
受
け
付
け
時
に
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

共
通
事
項

■
問
合
先
／
自
衛
隊 

茨
城
地
方

協
力
本
部
筑
西
地
域
事
務
所
（
☎

０
２
９
６‐22‐７
２
３
９
）

●

●

●

●

●

講
座
生

建
築CAD

（Jw
_cad

）
応
用

■
日
時
／
令
和
６
年
１
月
21
日

（
日
）、28
日（
日
）、２
月
４
日（
日
）

９
時
～
17
時
（
全
３
回
）

■
対
象
／Jw

_cad

の
基
本
操
作

が
で
き
る
方

■
申
込
期
限
／
12
月
18
日
（
月
）

必
着自由

研
削
と
い
し
特
別
教
育

■
日
時
／
令
和
６
年
１
月
28
日

（
日
）、
２
月
４
日
（
日
）
９
時
～

・�

税
の
未
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

書
■
申
請
に
必
要
な
も
の

・�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

・�

証
明
手
数
料
（
１
件
４
０
０
円
）

・�

直
近
（
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収

書
※�

代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
筑
西
県
税
事

務
所 

総
務
課
（
☎
０
２
９
６‐

24‐９
１
８
４
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
12
月
11
日
（
月
）
13
時

～
15
時

※
13
時
受
付
開
始

■
会
場
／
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

16
時
（
全
２
回
）

■
申
込
期
限
／
12
月
25
日
（
月
）

必
着共

通
事
項

■
会
場
／
茨
城
県
立
筑
西
産
業
技

術
専
門
学
院

■
定
員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
、
ま
た
は
受
講
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

84
円
切
手
を
同
封
し
て
郵
送

■
受
講
料
／
３，
０
４
０
円

■
そ
の
他
／
受
講
決
定
者
は
、
事

前
に
受
講
料
の
納
付
が
必
要

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
立

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

（
〒
３
０
８‐０
８
４
７ 
筑
西
市

玉
戸
１
３
３
６‐
54 
☎

０
２
９
６‐24‐１
７
１
４
）

税

筑
西
県
税
事
務
所�

�

納
税
証
明
書
の
発
行

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
で

は
、
２
種
類
の
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
証
明
書
を
確

認
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
証
明
書
の
種
類

・�

税
額
な
ど
の
証
明
書



スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原

15 さくらがわ　2023.12.1

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

上
空
に
は
風
の
あ
る
ら
し
夏
の
あ
さ
欅
の
枝

が
ゆ
っ
さ
り
揺
れ
る

�
広
沢 
日
出
子

「
寅
さ
ん
忌
」
今
日
い
ち
に
ち
は
寅
さ
ん
で

生
き
て
み
た
い
ね
八
月
四
日

�

川
崎 

邦
子

仕
事
す
み
汗
を
流
し
て
ビ
ー
ド
ロ
で
ゆ
か
た

美
人
を
ま
ね
し
て
み
た
り

�

大
関 

登
志
子

父
と
子
の
二
つ
の
背
中
押
し
な
が
ら
盆
前
の

ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
ゆ
く

�

久
保 

悦
子

人
生
は
晩
節
と
な
り
指
先
で
く
る
く
る
回
す

孫
の
地
球
儀

�

瀧
田 

勇

連
日
の
猛
暑
に
負
け
じ
と
キ
ン
キ
ン
に
冷
や

し
た
ビ
ー
ル
で
今
日
も
ご
機
嫌

�

鈴
木 

英
雄

オ
シ
ロ
イ
花
眠
り
に
つ
く
頃
ゆ
っ
く
り
と
茄

子
と
茗
荷
の
み
そ
汁
作
ら
む

�

古
賀 

澄

日
が
差
し
て
揺
れ
る
青
田
は
海
の
よ
う
畔
ゆ

く
わ
た
し
は
ま
る
で
マ
ー
メ
イ
ド

�

デ
バ
ー
ジ
リ
ス
実
奈

天そ
ら

色い
ろ

の
つ
ゆ
く
さ
畔
に
あ
ま
た
咲
き
妣は

は

の
ゆ

か
た
を
想
い
だ
し
た
り

�

渡
辺 

し
な
子

テ
レ
ビ
か
ら
の
受
け
売
り
な
れ
ど
わ
か
り
い

い
夫
は
わ
が
家
の
気
象
予
報
士

�

浜
野
和 

操

出
穂
ま
ぢ
か
豊
作
願
ひ
て
水
奔
る
揚
水
機
場

に
あ
か
り
が
ま
わ
る

�

瀧
井 

幸
子

朝
夕
に
菊
の
育
ち
を
じ
っ
と
観
て
何
が
欲
し

い
か
会
話
始
め
る

�

泉 

三
郎

雨
音
に
ふ
っ
と
気
づ
き
ぬ
歎た

ん
に
し
ょ
う

異
抄
学
び
し
恩

師
の
今
日
が
命
日

�

児
玉 
廣
子

一ひ
と

張は
り

の
蚊
帳
を
は
ず
し
て
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
を

聞
き
た
り
雨
あ
が
る
朝

�

小
林 

美
瑳
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
だ
と
言
い
返
す
こ
と
は

せ
ぬ
夕
日
し
ず
か
に
山
の
端は

に
入
る

�

大
久
保 

富
美
江

お
盆
に
は
帰
っ
て
お
い
で
と
言
う
ご
と
し
母

の
遺
影
の
笑
顔
が
い
ま
も

�

雨
谷 

友
子

【
一
般
投
稿
】

夕
迫
り
墨
絵
の
よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
筑
波
の

山
は
凛
と
し
て
立
つ

�

袖
山 

千
鶴
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

気
候
変
動
酷
暑
に
耐
え
て
紅
葉
散
ら
し
て
去

る
師
走

�

山
も
み
じ

薬
変
わ
り
に
八
十
路
の
父
が
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ

と
こ
た
つ
酒

�

花
野 

し
ぐ
れ

落
語
浪
曲
ど
っ
ち
も
好
き
だ
も
っ
と
好
き
な

の
酒
吞
ん
べ

�

み
ー
ち
ゃ
ん

浮
き
世
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
時
代
守
る
伝
統
除
夜

の
鐘

�

田 

哲
人

　
俳
　
句

【
一
般
投
稿
】

傘
寿
す
ぎ
免
許
証
返
納
ま
よ
う
年

�

青
木 

勲

寒
い
朝
節
来
る
ご
と
に
懐
か
し
く

�

長
堀 

勉
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「ばね」と「鉄道」の技術で、未来へ進む
Pushing Forward toward the Future with Our Spring and Rail Technologies

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
毎
朝
元
気
な
挨

拶
を
し
て
登
園
し
て
く
る

ふ
じ
２
組
さ
ん
。

　

困
っ
て
い
る
子
が
い
る

と
す
ぐ
に
「
ど
う
し
た

の
？
」
と
声
を
か
け
て
あ

げ
る
、
と
て
も
や
さ
し
い

　

何
事
に
も
一
生
懸
命
に

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

ふ
じ
１
組
の
お
友
だ
ち
。

　

体
育
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
鉄
棒
や
跳
び
箱
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
友
だ

ち
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら

心
の
お
友
だ
ち
。

　

み
仏
さ
ま
に
守
ら
れ

て
、
周
り
の
人
や
あ
ら
ゆ

る
も
の
に「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
す
る
気
持
ち
を

も
っ
て
、
み
ん
な
の
お
手

本
と
し
て
毎
日
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

何
度
も
挑
戦
す
る
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
い
で
す
。

　
「
明
る
く
・
正
し
く
・

仲
良
く
」
と
い
う
み
仏
さ

ま
の
教
え
の
も
と
、毎
日
、

お
友
だ
ち
と
元
気
に
楽
し

く
過
ご
し
て
い
る
ふ
じ
１

組
さ
ん
で
す
。

みみ
仏仏
さ
ま
に

さ
ま
に
守守
ら
れ
て

ら
れ
て

みみ
仏仏
さ
ま
の

さ
ま
の
教教
ええ

認定認定こどもこども園園  真壁保育真壁保育園園
ふじふじ１組１組

認定認定こどもこども園園  真壁保育真壁保育園園
ふじふじ２組２組
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